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目的：妊娠・出産は女性の心身に大きな影響を与え、何らかの障害を引き起こす可能性が
ある。産前産後に、理学療法士が積極的な介入を行っている欧米諸国に比べ、日本
では産前産後の運動療法に関する研究は充分に行われていない。本研究では、産後
の運動療法の指針を得るために、日本の女性が産後に経験する心身機能の低下や障
害の経験、及びそれらの対策方法に関する認識について、質的研究方法を用いて明
らかにすることを目的とした。 
 
方法：質的研究を用い、個人インタビューを実施した。  
分析方法は Thematic Analysis（帰納的セオリー）を用いた。  
対象は、妊娠・出産の経験がある女性（最後の出産後 2 年以内）22 名、平均年齢は
34±6 歳であった。出産形式は自然分娩、帝王切開であった。  
データ分析方法は、インタビューデータを遂語録に起こした後、コード化し、カテ
ゴリごとに分類し、コアカテゴリを見出し、そのコアカテゴリを基に理論を構築した。 
倫理的配慮：聖隷クリストファー大学の倫理委員会の承認を得た。  
 
結果：主に①妊娠・出産による身体的変化②骨盤周囲のトラブル③生活環境の変化による
影響④人との関わり方の重要性⑤出産後の運動・生活活動についての情報の 5 つの
テーマに分類された。妊娠・出産を通して、易疲労、体力低下、特に腹筋群の筋力
低下を経験している。これは、出産後、生活が子供中心となり、活動範囲が低下や
運動量の減少が一因として認識されていた。また、腰痛・骨盤痛に加え、尿漏れや
骨盤底筋群の筋力低下を多くの女性が経験していた。これらの原因として、出産前
の生活スタイルや運動量が認識されていた。対策としては、家族・ママ・親友・夫・
子供など、人との関わり方が、心身を健康に保つために重要であると理解されてい
た。 
 
考察：女性は、妊娠・出産を通して、心身の変化を経験する。本研究では、個人インタビ
ューを通して、身体的・精神的な問題やその時に必要とされる対策が明らかになっ
た。多くの女性は、出産後、体力の低下、骨盤周囲のトラブルを経験していた。し
かし、それに対する適切な治療法や運動療法については、十分に理解されていなか
った。また、治療法や運動療法についての情報は、インターネットや母親、ママ友
を通じて得ていた。さらに、育児が中心となる生活により、自分の治療のために医
療機関を受診することが困難であることがわかった。また、子供と一緒に参加でき
る健康教室の需要は高いが、十分な場所は提供されていないことが示唆された。  
 
結論：妊娠期から産褥期にかけての適切な情報や運動療法の指導は必要である。また、育
児期のピュアサポートや子供と一緒に参加できる運動の場の需要は高いが、地域に
より、それらのイベントや場所を提供する取り組みに差がある。  
 
論文発表計画：Journal of Women’s health、理学療法ジャーナルなど投稿計画中、論文
作成中。  
